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１．はじめに
海外の日本語教育事情を考えると、地理的・時間的な制約から教育機関での日本語学習を開

始、継続することが難しい学習者も少なくない。また近年では日本語学習を始めるきっかけや

目的も多岐にわたっており、学習者のニーズも多様化している。そのような日本語学習者に学

びの機会を提供するため、国際交流基金関西国際センター（以下、「関西国際センター」）は日

本語学習のためのプラットフォーム「JFにほんご eラーニング みなと」（以下、「みなと」）

（https://minato-jf.jp）を開発し、２０１６年７月より運営している。「みなと」は学習管理システム

（LMS）を備えた日本語学習プラットフォームであり、インターネット環境や機器さえあれば、

ユーザー登録をすることで日本語学習が始められる。また学習者がそれぞれ自分に合った日本

語オンラインコースを自由に受講できることを目指している（信岡ほか ２０１７）。「みなと」の

メインコースとなっているのが日本のことばと文化を総合的に学ぶ「まるごと日本語オンライ

ンコース」である（千葉ほか ２０１８）。本コースは国際交流基金が開発したコースブック『まる

ごと 日本のことばと文化 かつどう』、及び『同 りかい』のカリキュラムとシラバス、素材を

基に作成された。コースタイプは２種類あり、いつでも受講が開始でき、自分のペースで学ぶ

ことができる「自習コース」と教師によるサポートが付きスケジュールに沿って学びを進める

定員制の「教師サポート付きコース」である。

メキシコでは、これまで教育機関に所属するメキシコ人日本語学習者の学習スタイル（江原

１９９８）、学習ビリーフ（高崎 ２０１４）、動機づけ（佐藤 ２０１９）に関する調査は行われてきたが、

オンライン学習者に関する調査は見当たらない。しかし、国際交流基金メキシコ日本文化セン

ター（以下、JFメキシコ）ではメキシコにもオンライン日本語学習者、潜在的日本語学習希望

者が多く存在していると推測し、「みなと」の広報・普及に努め、２０１７年９月から「まるごと教

師サポート付きコース」を開講してきた。

筆者は２０１８年９月から２０２０年９月までの２年間、メキシコにおける「みなと」の普及・活用事

業に従事してきた。本稿の目的は、メキシコにおける「みなと」普及への取り組みと成果につ

いて報告することである。
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２．メキシコの日本語教育事情
国際交流基金の「２０１８年度海外日本語教育機関調査」（以下、「機関調査」）によると、メキ

シコの学習者数は１３，６７３人と世界１４２の国や地域の中で２０位である。前回調査（２０１５年）と比

較すると、機関数は６８から１２０で７６．５％増、教師数は３２２人から４８３人で５０．０％増、学習者数は

９，２４０人から１３，６７３人で４８．０％増となっており、いずれにおいても大幅な増加が見られ、調査

開始以来最大となっている。さらに学習者を教育段階別にみると、民間語学学校や大学付属言

語センター等の学校教育機関以外で学ぶ学習者の占める割合が最も高く、全体の６割に上り、

前回調査比で９４．１％増、４，２０９人から８，１７０人となっている。日本語学習の目的・理由では「ア

ニメ・マンガ・J-POP・ファッション等への興味」、「日本への留学」がそれぞれ８６．７％と最も

多かった。３番目には「日本語そのものへの興味」が８３．３％、４番目には「歴史・文学・芸術等

への関心」が７５．０％と続いた。

学習者が増えた理由として、メキシコへの日系自動車産業進出の影響により日本への関心が

高まっていることに加え、学んだ日本語を実際に通訳や翻訳の仕事で活かせる機会が増えてい

ることが考えられる。２００５年の日墨経済連携協定発効、続く２０１２年改正議定書発効を機に日系

企業の進出が相次ぎ、特にバヒオ地区（メキシコ中央高原地域）への自動車関連企業の進出は

目覚ましい。外務省の海外在留邦人数調査統計によるとメキシコの日系企業数は２０１１年が

４６４社、２０１８年が１，２０９社と約２．６倍となり、２０１６年には当該地区を管轄する在レオン日本国総

領事館が開設された。実際、メキシコの地域別・教育機関種別日本語学習者数をみると同地域

に該当する州（グアナファト州、ケレタロ州、アグアスカリエンテス州、ハリスコ州）で多く

の新しい機関が確認されている（１）。このように日本語学習の目的・理由や動機は多岐にわたる

ことが窺える。

メキシコの国土面積は日本の約５倍であるが、交通網が未整備な地域も多く、日本語教育機

関に通うことのできない潜在的日本語学習希望者も相当数いるものと推察される。そのような

状況に鑑み、JFメキシコでは「みなと」の広報・普及に努めてきた。その結果、２０２０年７月、

メキシコの「みなと」登録者数は３２，４２９人（表１）となり、現在も登録者数の増加は続いてい

る。「機関調査」において学習者数が世界２０位（表２）であるメキシコが、「みなと」登録者数

においては世界１位であることは特筆に値する。
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１位 中国 １，００４，６２５人
２位 インドネシア ７０６，６０３人
３位 韓国 ５３１，５１１人
４位 オーストラリア ４０５，１７５人
５位 タイ １８４，９６２人
６位 ベトナム １７４，４６１人
７位 台湾 １７０，１５９人
８位 アメリカ １６６，５６５人
９位 フィリピン ５１，８９２人
１０位 マレーシア ３９，２４７人

２０位 メキシコ １３，６７３人

１位 メキシコ ３２，４２９人
２位 インドネシア １９，１１８人
３位 マレーシア ９，８４５人
４位 アメリカ合衆国 ９，０４６人
５位 フィリピン ８，０５４人
６位 ベトナム ７，５５４人
７位 タイ ７，５２２人
８位 日本 ５，５９１人
９位 スペイン ４，９３４人
１０位 ブラジル ４，７５３人

表１ 「みなと」登録者数上位１０ヵ国
（２０２０年７月現在）

表２ 学習者数上位１０ヵ国とメキシコ
（２０１８年度機関調査）

図１ 「みなと」チラシ

３．JFメキシコの取り組み
本章では、これまで JFメキシコが行ってきた「みなと」普及への取り組みとして、①「み

なと」広報活動、②「まるごと教師サポート付きコース」の運営、③スペイン語による解説付

きコース拡充について述べる。

３．１ 「みなと」広報活動

JF メキシコではオフライン広報とオンライン広報（２）の両方を利用し、積極的な広報活動を

行った。それぞれの具体策は以下の通りである。

（１）オフライン広報

・「みなと」スペイン語版チラシ作成（図１）

・教師研修会や日本文化イベント、講演等での

「みなと」紹介、及びチラシ配布

・マスメディアでの「みなと」紹介（３）

・在メキシコ日本国大使館（以下、大使館）にチ

ラシを提供し、来館者への配布依頼

・JFメキシコ全職員および日本語専門家の名刺

に「みなと」バナーやQRコードを掲載

（２）オンライン広報

・「みなと」紹介動画・ポスターの作成、JFメキ

シコのFacebook ページ上で公開

・JFメキシコより大使館へ大使館Facebook ページ上での情報共有依頼（４）
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続いて、上記取り組みの行い方について詳述する。なお、「みなと」広報において特に効果

が大きかったと思われるオンライン広報について、より紙幅を割いて説明する。

３．１．１ オフライン広報

メキシコにおいてスペイン語での情報提供は重要である。そこで国際交流基金全拠点が利用

できる、英語版の「みなと」チラシを参考に、JFメキシコでオリジナルのスペイン語版「み

なと」チラシ（以下、チラシ）を作成した。チラシの配布は日本語教師研修、機関訪問、日本

文化イベント等で JFメキシコの全職員および日本語専門家らが行った。大使館にもチラシを

置き、来館者へ配布してもらうよう依頼した。

またメキシコの教育テレビ番組で JFメキシコの日本語教育事業が特集された際には、職員

が出演し「みなと」について詳しく紹介した。筆者は職員の出演前に打ち合わせを行い、強調

する点は「インターネットとデバイスがあれば、いつでも、どこでも日本語学習ができる」で

あることを確認した。またメディアから事前に質問事項がある場合は回答を作成した。

さらに、JFメキシコ全職員および日本語専門家の名刺には「みなと」のバナーやQRコード

を印刷し JFメキシコ一丸となって「みなと」の周知に努めた。

３．１．２ オンライン広報

オンライン広報については主に JFメキシコが運営するFacebook ページ「Fundación Japón

en México 国際交流基金メキシコ日本文化センター」（URL：https://www.facebook.com/

fjmex1）を活用した。オンライン広報をFacebook で行った理由は、筆者が JFメキシコ着任

時、既に JFメキシコのオンライン広報の主媒体としてFacebook ページが利用されていたた

めである。本ページは JFメキシコ全事業の広報媒体であり、文化イベント告知や図書館利用

案内など投稿内容は多岐にわたる。Facebook ページの運営は主に文化事業の職員が担当して

おり、「みなと」の広報に力を入れるにあたり、文化事業の職員、日本語事業の職員、筆者で

話し合い広報の方向性を決定した。そこで「みなと」に関する広報企画、素材の作成は主に筆

者が行い、Facebook への投稿、メール・電話での対応、外部機関や大使館への情報共有依頼

は職員２人（メキシコ人、日本人）が担当することとした。

次にFacebook ページで「みなと」を広報する際に工夫した３点について述べる。

第一に、「みなと」を紹介する際には「スペイン語」、そして「無料」で日本語が学べる点を

強調したことである。様々な日本語オンライン教材が開発されており、英語で日本語を学べる

オンライン教材はあるが、スペイン語で日本語を学べるものはまだ少なく、メキシコの潜在的

日本語学習希望者にとり、解説言語がスペイン語であるということが重要であると推察された

ためである。実際、JFメキシコのFacebook ページで「みなと」紹介の投稿をすると、コメン
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ト欄では「サイトでは英語だけではなくスペイン語が使えるのか」、「スペイン語で説明が書い

てあるのか」という質問が多くあった。

第二に、登録希望者へのフォローアップを徹底した点である。「みなと」登録希望者からの

問い合わせでは、登録が上手くできないという声が多く寄せられた。「みなと」に登録ができ

ないから、日本語学習が始められないという事態を避けるために、登録方法の手順を説明する

動画（URL：https://www.facebook.com/fjmex1/videos/822737881451340）を作成し、公開し

た。動画は、「みなと」に興味のあるメキシコ人が日本人の友達に登録方法を教えてもらう設

定とした。登録希望者は２人の会話を聞きながら、実際にパソコン画面で情報を入力する過程

を見ることで、記入する際のポイントが分かりやすいのではないかと考えた。動画では、申込

フォームへ情報を記入する際にアクセント記号を使わない等、特にスペイン語使用者が気を付

けなければならない点が分かるように配慮した。動画作成は、筆者がパソコン画面の録画と編

集を行い、JFメキシコの職員２人が音声録音を行った。新しいコースの情報提供を行う際には、

本動画のリンクを必ず貼るようにした。また、登録方法が分からないという電話やメール、

Facebook のメッセージやコメント欄にて質問が来た場合には、本動画を紹介した（５）。

第三に、広報を投稿するタイミングを見極めた点である。例えば「みなと」のプラット

フォーム自体の広報は、クリスマスや聖週間前など、メキシコ人が長期休暇に入る前に行った。

学校や仕事が休みとなり自由時間が増え、日本語学習の時間が確保できるのではないかと考え

たためである。一方、JFメキシコが実施する教師サポート付きコースを広報する際に気を付

けたのは、コース受付開始日の１週間前より、「日本語コースに関して新しい発表がある」と事

前に投稿した点である。情報を小出しにし期待感を持たせることで、コース詳細の投稿にアク

セスしてもらうよう工夫した。Facebook では様々な新しい情報が次々と更新されており、タ

イミングが合わなければ投稿が見られない可能性がある。このようにコースに関し少しずつ情

報を開示することで注意を引きつつ、コース詳細に関する投稿へ誘導し、アクセス数の増加を

狙った。教師サポート付きコースの詳細は次項で述べる。

３．２ 「まるごと教師サポート付きコース」の運営

３．２．１ コース概要

JF メキシコは「まるごと教師サポート付きコース」を２０１７年９月から２０２０年６月末までに１８

コース開講した。コースのカリキュラム、教師サポートの内容については関西国際センターを

参考とした（６）。表３が示すように、開講コースの内訳はA１‐１が８コース、A１‐２が６コース、A２‐１

が３コース、A２‐３が１コースである。A１‐１、A１‐２レベルを多く開講した理由は、入門レベルの

コースを多く設けることで、潜在的日本語学習希望者に日本語学習を始める機会を提供し、メ

キシコにおけるオンライン日本語学習者の裾野を広げるためであった。コース別の応募者数を
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年度 受講期間 コース 応募者数 受講者数 コース数

２０１７年度
２０１７年９月～１２月 A１‐１ ３５８ １０ １

２０１８年１月～４月
A１‐１

２０２
３５

２
A１‐２ １３

２０１８年度

２０１８年５月～８月
A１‐１

２１３
３０

３A１‐２ １５
A２‐１ １０

２０１８年９月～１２月
A１‐１

１２４（７）
３０

２
A１‐２ １３

２０１９年１月～４月
A１‐１ ２２１ ３０

２
A１‐２ ５２ １５

２０１９年度

２０１９年５月～８月
A１‐１ １，０５６ ３０

３A１‐２ ７９ １０
A２‐１ ３２ １１

２０１９年９月～１２月
A１‐１ ６５１ ２０

２
A１‐２ ８６ １０

２０２０年２月～５月
A１‐１ １，４１２ ２３

３A２‐１ ８１ １０
A２‐３ ６４ １０

合計 ４，６３１ ３２５ １８

表３ JF メキシコで開講した「まるごと教師サポート付きコース」一覧

みると、２０１９年５月～８月A１‐１が１，０５６人、２０２０年２月～５月A１‐１が１，４１２人と大幅に増加している。

３．２．２ 「みなと」における日本語学習目的の調査

第１章で述べたように、これまでオンラインにおけるメキシコ人日本語学習者の学習目的や

動機づけに関する調査は行われていない。JFメキシコが２０１７年に「まるごと教師サポート付

きコース」を開講して以降、メキシコの登録者数も増え、今後 JFメキシコにおける教師サ

ポート付きコース新規開講やオリジナルコース開発のための参考データとし、学習者のニーズ

を把握することが急務と考え、アンケート調査を実施した。アンケートは全てスペイン語で

行った。

（１）アンケート調査概要

調査期間 ２０１８年１２月１７日～２０１９年１月２日

調査対象 調査期間中に「まるごと教師サポート付きコース」A１‐１、A１‐２に応募したメキ

シコ国内在住者（２７３人）

調査手段 「みなと」を利用したオンラインアンケート（８）

調査項目 教育機関での日本語学習歴の有無、日本語学習の目的（９）（複数回答可）

日本語学習の目的・理由として１７項目の選択肢を挙げた。回答者は選択肢から、自身の日本
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アンケートにおける選択肢表記 回答数
１ 日本の国際親善活動（親善活動での訪日や来訪日本人の受入等）をしたいから ９６（３５．２％）
２ 歴史・文学・芸術等の日本の文化に興味があるから ７１（２６．０％）
２ 日本語という言語そのものに興味があるから ７１（２６．０％）
４ 日本に観光旅行をしたいから ６８（２４．９％）
５ 日本に留学したいから ５６（２０．５％）
６ 国際理解・異文化交流全般に幅広く興味があるから ５２（１９．１％）
７ 仕事や学校、地域で日本語で会話をしたいから ４６（１６．９％）
８ 将来の仕事・就職に役立てたいから ３５（１２．８％）
９ インターネットなどを通じて日本語で情報収集・コミュニケーションをしたいから ２５（９．２％）
１０ アニメ・マンガ・J-POP・ファッション等の日本の文化に興味があるから ２０（７．３％）
１０ 今の仕事で日本語を必要としている、もしくは役立てたいから ２０（７．３％）
１２ 上記以外の目的 １９（７．０％）
１３ 日本語を使って受験や資格取得をしたいから １４（５．１％）
１４ 日本の政治、経済、社会などに興味があるから １０（３．７％）
１５ 日本の科学・技術に興味があるから ９（３．３％）
１６ 母語、または家族・親戚の言語（継承語）だから ３（１．１％）
１６ 周囲の人（家族、親戚、知人など）に強く奨められたため ３（１．１％）

表４ 日本語学習の目的

学習の目的・理由としてあてはまるものを選ぶこととした。

（２）調査結果

教育機関での日本語学習歴の有無に関し、「教育機関での日本語学習の経験がない」が１７０人

（６２．３％）、「教育機関での日本語学習の経験がある」が１０３人（３７．７％）であった。日本語学習

の目的について回答数の多かった順に並べたものが表４である。パーセンテージは全回答者

２７３人中、該当選択肢を選んだ回答者数の占める割合である。

最も回答が多かったのは、「日本の国際親善活動（親善活動での訪日や来訪日本人の受入等）

をしたいから」（以下、「日本の国際親善活動」）で９６人（３５．２％）であった。続いて、「歴史・

文学・芸術等の日本の文化に興味があるから」と「日本語という言語そのものに興味があるか

ら」がそれぞれ７１人（２６．０％）であった。本アンケートでは１位である「日本の国際親善活動」

が２０１８年度機関調査では１５位と、機関調査と本アンケート調査では大きな乖離が見られた。一

方、２０１８年度機関調査では最も回答の多かった「アニメ・マンガ・J-POP・ファッション等の

日本の文化に興味があるから」が本アンケートでは１０位（７．３％）であった。

「みなと」では「アニメ・マンガの日本語 A１（あいさつ）教師サポート付きコース」も提

供しているため、JFメキシコでも開講することも考えた。しかし、本アンケート調査の結果

を考慮し、日本のことばと文化を総合的に学ぶ「まるごと教師サポート付きコース」を継続し

て開講することとした。
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図２ 「みなと」登録者数の推移と Facebook「いいね！」数

３．３ スペイン語による解説付きコース拡充

「みなと」では関西国際センター開発のオリジナルコース「ひらがなA１自習コース」、「カ

タカナA１自習コース」（１０）が開講されている（千葉・熊野 ２０１８）。メキシコでは「みなと」が普

及するにつれ、他コース開講の要望が多く聞かれるようになった。その為、２０１９年３月に関西

国際センターへ「ひらがなA１自習コース」、「カタカナA１自習コース」スペイン語版の開講を

要請した。その結果、関西国際センターが２０２０年３月、「ひらがなA１自習コース」、「カタカナ

A１自習コース」スペイン語版を開講した。本コース開講にあたり、JFメキシコからはスペイン

語版連想イラストの素材提供と教材内の指示語翻訳の協力を行った。

また本稿執筆時の２０２０年８月、JFメキシコではオリジナルコース「初級からビジネス日本語

A２（Vol.１）教師サポート付きコース」開講に向け準備を進めている。オリジナルコース作成

にビジネス日本語を選んだ理由として、メキシコの日本語教育事情を考慮した。また「まるご

と教師サポート付きコース」応募者へのアンケート調査結果（表４）も参考とした。一番回答

の多かった「日本文化や日本語への興味」には「まるごとオンラインコース」、次に回答の多

かった「旅行の日本語」には「サバイバル・ジャパニーズA１（旅行編）自習コース」（１１）が対応

していると考え、JFメキシコではビジネス日本語コースを作成することとした。

４．取り組みの成果に関する考察
本章では、JFメキシコ「みなと」普及への取り組みが成果につながったかどうかをデータ

を基に考察する。２０２０年７月、メキシコの「みなと」登録者数は３２，４２９人（表１）と「みなと」

登録者数においては世界１位であり、現在も登録者数の増加は続いている。

第一に、Facebook を活用した積極的な広報活動は「みなと」登録者の継続的な増加につな

がったと考えられる。
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２０１８/４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ ２０１９/１ ２ ３
１，００６ ３２０ １２４ １２３ １８４ ９４ １３２ ８０ １，０６８ ２７７ ３５１ ３３０
２０１９/４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ ２０２０/１ ２ ３
１，２３５ ３，４８５ ２６５ ２１７ １，８３９ ２７６ １６５ １２５ １２，３６７ １，９９７ ２７１ ８５６
２０２０/４ ５ ６ ７

８３０ ５２２ ５０２ ７７１

表５ 月毎の「みなと」新規登録者数

図２は２０１７年４月から２０２０年７月までのメキシコの「みなと」登録者数と JFメキシコの

Facebook ページ「いいね！」数の推移を示したものである。「みなと」登録者数と JFメキ

シコのFacebook ページ「いいね！」数が比例して増加していることが分かる。また JFメキ

シコのFacebook ページフォロワー数も「いいね！」数（１２）と同様に増加しており、２０１８年９月

は２９，６３９人であったが、２０１９年５月には４７，４１９人、２０２０年８月には６６，９１９人となっている。

「みなと」登録者数が増加したことに鑑みると、オンラインでの広報主媒体をFacebook と

したことは適当であったと言える。メキシコでは約８，９００万人がFacebook を日常的に利用して

おり、ソーシャルメディアにおける利用者数は第１位である（Statista ２０２０a、Statista ２０２０b）。

しかし適切な媒体を選んだからといって、潜在的日本語学習希望者へ問題なく情報が届くとは

限らない。JFメキシコが、それまでFacebook ページへ継続的に投稿を重ね、着実にフォロ

ワーを増やしてきたことで、当ページの閲覧頻度を高めたと考えられる。だからこそ、より多

くの人に、「みなと」に関する情報を閲覧してもらえ、他の情報に埋もれるのを避けられたの

ではないだろうか。

第二に、「まるごと教師サポート付きコース」の実施は、「みなと」登録者数の短期での飛躍

的増加につながったと考えられる。「まるごと教師サポート付きコース」の広報を行った期間

は、他の月と比べ「みなと」登録者数が急増した。表５を見ると２０１９年４月・５月の２か月間で

４，７２０人増（１，２３５人＋３，４８５人）、２０１９年１２月・２０２０年１月の２か月間で１４，３６４人増（１２，３６７人＋

１，９９７人）と登録者数が急増していることが分かる。それと連動し「まるごと教師サポート付

きコース」の応募者も増加しており（表３）、「まるごと教師サポート付きコース」への応募を

きっかけとし、「みなと」へ新規登録を行った学習者も少なくないだろう。

第三に、これまで JFメキシコは大使館と定期的に情報や意見交換を行い、連携を図ってき

た。「みなと」を広報するにあたり、Facebook ページのフォロワー数が JFメキシコを遥かに

超え、３４万人以上を抱える大使館の協力を得られたことは重要である。特に２０１９年１２月は急激

な増加を見せており、その要因として大使館の広報協力とそれに伴うメキシコ国内メディアの

宣伝が奏功したものと推測される（１３）。それまでの JFメキシコ全事業の継続的な広報と、その
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中での「みなと」の単発的なオンライン広報、また大使館の協力体制が相乗効果を生み、「み

なと」登録者数の飛躍的増加につながったと考えられる。

第四に、スペイン語による解説付きコース拡充への取り組みと「みなと」登録者数の増加の

関連性は明らかではない。しかしながら、表４をみると、日本語と文化を総合的に学べる「ま

るごと教師サポート付きコース」の応募者の中にも多様な学習のニーズが認められる。メキ

シコにおける潜在的日本語学習希望者全体のニーズを推測すると、そのニーズはより多岐にわ

たるであろう。そのような多様なニーズに応えるために、より多くのコースを提供することで、

潜在的オンライン学習者が「みなと」で日本語学習を始めたのではないかと考えられる。スペ

イン語による解説付きコース拡充と「みなと」登録者数の増加の関連性については、今後の課

題としたい。

以上の取り組みが複合的に絡み合いメキシコの「みなと」登録者数の増加につながったと考

えられる。

５．まとめと今後の課題
本稿ではメキシコにおける「みなと」普及の取り組みとその成果について報告した。「まる

ごと教師サポート付きコース」を運営するなかで、メキシコでは地理的、時間的制約に加え、

治安の問題も無視できないことが分かった。受講生によると、地域によっては教育機関があっ

たとしても、夕方以降の外出が難しく、放課後や退勤後に教育機関へ通うことができない場合

もある。また最近では新型コロナウィルス感染拡大の影響をうけ、教育機関が閉鎖され、学び

の場を失った学習者も少なくないだろう。「みなと」は、これらの複合的な制約により日本語

学習を始める、または継続することが難しい学習者の受け皿となり、メキシコの日本語学習希

望者に日本語学習の機会を提供したと言える。

本稿ではメキシコにおけるオンライン日本語学習の需要の高さが明らかとなったが、オンラ

イン学習者の実態は、現在もなお不明である。今後、「みなと」の普及を行うだけではなく、

オンライン学習における学習者支援について考えることも必要であろう。

インターネットの急速的普及とその技術の高度化、および情報機器の高性能・低価格化とと

もに、これまで様々なマルチメディア教材や学習ソフトウェアが開発されてきた。LMSを備

えた日本語学習プラットフォームが開発され、Web 会議サービスシステムを利用した遠隔での

日本語授業が行われている。また昨今、新型コロナウィルス感染拡大をうけ、オンラインでの

日本語学習者支援の必要性がこれまで以上に高まっている。その支援策を探るためにも、日本

語学習者のニーズや学習スタイル、ビリーフ、動機づけについての各種調査を行い、オンライン

学習者の実態を解明することが求められよう。
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〔注〕
（１）調査人数の地方別・教育機関種別分布は JFメキシコによる教師数・学習者数・機関数の調査を基にした。
（２）ここではインターネットを利用した広報をオンライン広報とし、それ以外をオフライン広報とする。
（３）JF メキシコの文化芸術事業がテレビやラジオで取り上げられた際は日本文化と関連させ、日本語を学べ
る「みなと」の紹介を行った。

（４）Facebook ページのフォロワー数は大使館が３４１，８７２人、JFメキシコが６６，２９８人であり、JFメキシコの
Facebook ページだけで広報するより、一層多くの人々に情報が届く可能性がある。

（５）動画「みなと」登録説明（Cómo registrarse en línea Minato）の投稿のリーチ数は６２，９９５、エンゲージメ
ント数は２６，４４７、コメント数は５１１、シェア数は８７８である（２０２０年８月２２日現在）。

（６）「まるごと教師サポート付きコース」については千葉ほか（２０１８）に詳しい。
（７）２０１８年９月～１２月開講コースまで応募者数が複数レベルの合算になっているのは、筆者が２０１９年１月から
「みなと」業務の主担当となり、それ以前のレベル別応募者数のデータは入手できなかったためである。

（８）応募者が「まるごと教師サポート付きコース」申込時に記入する応募申請フォームに、本アンケートの
調査項目を組み込んだ。

（９）日本語学習の目的の項目は、国際交流基金「海外日本語教育機関調査」を参考とした。
（１０）連想イラストなどの素材を活用し、練習問題やクイズでインタラクティブに文字を学ぶことができる自
習コースである（千葉・熊野 ２０１８）。

（１１）国際交流基金マドリード日本文化センター開講のコースで、解説言語はスペイン語である。
（１２）「いいね！」数とは、一つの投稿を見た人が、その投稿に対し「いいね！」等の反応を示した数、「シェ
ア」し共有した数、コメント数を合わせた数字である。一方、フォロワーとはFacebook ページをフォ
ローする人であり、そのページが更新された場合に、投稿を読むことができる。フォロワー数とはその
合計人数である。

（１３）大使館の投稿がメキシコ主要紙『El Universal』の目に留まり、本紙オンライン新聞に掲載された。
＜https://www.eluniversal.com.mx/nacion/aprende-japones-en-linea-de-manera-gratuita＞ その後、相次
ぎテレビ番組『Venga la alegría』やラジオ局HP『W Radio』で取り上げられた。
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